


















































研究の 1 つの頂点となった 1968 − 9 年頃までを中心に
手短に概説する。1968 年はワートマン、アクセルロー
ド注）とケリーがメラトニンの松果体ホルモンとしての
地位を確立した記念碑的な著作である “The Pineal” 46）
を出版した年である。また翌 1969 年は近代的松果体研究
のもう 1 人の主役・開拓者であるクエｲによる “The 





























径 8mm、横径 6mm、前後径 4mm程度であった 18,19）。
脚注）アクセルロードは米国NIH の研究者。1970 年、神経科学
分野の業績でスエーデンのvon Euler USや英国のKatz B と共に
ノーベル医学・生理学賞を受賞した。
Ⅱ . 松果体研究の源流（１）：紀元前約 300 年から
18 世紀まで
　この時代の歴史については簡略化して表 1 に示した




　　　Bargmann W 著 “Die Epiphysis cerebri” （1943）３）から
出版社の好意による許可を得て掲載した。
紀元前 300 年頃 アレキサンドリアのヘロフィロス（約 325-280B.C.）とエラシストラトス（約 310-250B.C.）によりヒトの
松果体が発見されたとされる。
紀元 2 世紀頃 ガレン注１）またはガレノス（約 130-200A.D.）により松果体（Pineal ラテン語で Conarium 注２））の名称と
位置が初めて記述されたとされる。彼は松果体が（リンパ）腺様で周囲の脳組織とは異なると見なした。
1543 年 ベサリウスがヒトの松果体の 現存する中で最も古い図を含む「ファブリカ」を出版した。
1628 年 ハーベイが血液循環説を発表した。これがデカルトの考えに影響を与えたとされる。













































































脚注 1）カハールはゴルジとともに 1900 年に第 1 回のノーベル医
学・生理学賞を受賞した。








た 4 才 の 少 年 の 症 例 を 初 め て 報 告 し た。1907 年 に
Marburg はこのような症例を思春期早発症 （Pubertas 
praecox） と名づけ、この松果体腫瘍と性の早熟の間の































明暗環境→生殖器 　　　 明暗環境→眼球→生殖器 （1937）
1925 Rowan37） トリ（Junco hyemalis）　 秋（10月）からの日照時間延長実験により光環境が生殖腺の発達と
機能を調節することを報告

































































































ら冬にかけて連日 照明時間を延長（午後 4 時半～ 10 時


















本総説「2. 1954 年から 1969 年まで」に続く。
（受理日　平成 23 年 9 月 26 日）
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Abstract
　　Pineal research history was brieﬂy surveyed from about 300 BC to 1954. Morphological studies 
from the 19th century revealed phylogenetic changes in pineal structures, namely from the sense organ-
like structures in lower vertebrates, which are sac-like and have photoreceptor-like cells, to the solid, 
gland-like structures in mammals. On the other hand, starting from a case report in 1898, pinealʼs 
endocrine functions mainly including inhibitory effects on the development of reproductive organs 
were studied. In 1917 the mammalian pineal tissue was found to contain a substance which bleached 
the skin of amphibians, and it was followed by the discovery of melatonin long afterward. In the 
review of 1954, Kitay & Altschule summarized a broad list of literatures on the pineal physiology, and 
objectively explained its endocrine functions including effects on the development and function of 
reproductive organs on the basis of abundant experimental evidence. In areas other than that of pineal 
research, researches that the light-dark environment and/or seasons influence the development and 
function of reproductive organs were progressing. In the next step of the review of 1954 pineal 
researches were interconnected with these and developed into a major breakthrough.
Key words: Comparative morphology, Light-dark environment, Endocrine, 
　　　　　Reproduction, Development
